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第２．第4水曜日定休日

雨天等によりリフト運休時は休館

小室山山頂

りフト脇の小道がまたまた整備されて、ゆるやかなハイキングコース

が山頂までつづいています。歩けば１５分、リフトに乗れば３分、海と

空とゴルフ場を見ながら、美術館までお越しください。

大阪の人気陶芸作家、森和良さんのマグカップを展示，販売します。

美術館でコーヒーをお出しするとき、いつも森さんのカップを使って

います。手触りや、形、色合い、とても好評で、象嵌の木の葉のト

レーともいい相性です。ファンの方も多ので、今回マグカップも揃え

ました。ぜひ手にとって、感触を確かめてください。

好評の象嵌入りテーブルに加えて少し小型のものも作りました。

文机としても最適ですし、玄関先やサンルームに置いてコーヒータイムに使ってはいかがで

しょう。ほっとする空間づくりにお役立てください。。ご希望の絵柄でお作りすることもできます。

美術館には埋もれ木象嵌がいっぱいです。今までの額縁の絵とは

ひと味ちがうワイルドな魅力が埋もれ木にはあります。伊豆で取れた

木に象嵌を施し、自然のままの感触をあじわっていただけます。

先日伊東では市内を流れる松川でたらい乗り競争が行われました。伊東

市とイタリアのリエティは友好都市、リエティのワイン樽乗り競争がご縁です。

毎年イタリアから関係者が訪れます。その樽乗り競争の様子を象嵌で作り

ました。今伊東東海館に展示しています。 ５月は伊東祐親まつり、８

月は三浦按針のあんじん祭や、花火大会など、伊東市もイベントいろいろ

です。

秋からの小室山は空気が澄みわたり３６０度の眺望は最高です。まだ一度も来

られていない方はぜひ一度。そして季節を替えて二度、三度と登ってきてくださ

い。そして、美術館で木に癒されてください。お待ちしています。

美術館の周りでは今面白い光景が見られますよ.

とんびがぴゅー～と急旋回して、舞い降りる先には、 夏の終りの～そうセミを

ねらっているんですって..

先の工房通信でお知らせしたモリアオガエルといい、いのししの出没といい、

静岡県在住で、６０歳以上の方

県のすこやか長寿祭美術展に応募しませんか。
展示会場： 静岡県立美術館 県民ギャラリー

開催期間： ２３年2/4～13

申込締切： ２２年10/29ＴＥＬ０５４－２５３－４２２１ＦＡＸ054-253-4222

☆ねんりんピック2011熊本美術展選考会 も兼ねています。☆

池通りのマドンナ！「おけいさん」こと猪俣敬子さんとご主人猪

俣昭夫さんは、二人合わせて、衣、食、住、暮らしの達人と言

わせていただきましょう。

ゆめぞのさんのお店の中は「和」テイストがいっぱい。ご近所の方

や遠くからも、おしゃれの相談やら、美容のこと、お庭の手入れ

まで相談に人が集まってきます。例えばタンスの中の思い出の

着物を持っていけば、自分にあったおしゃれ着に作り変えてもら

えます。バックや季節の小物だってＯＫ。棚にある干支の動物た

ちもかわいい！ ちょっとセンス良く、おしゃれな服がほしい時

は「おまかせします！」と頼むのが一番です。 そうそう料理作り

の手際よさというのがまた定評なのです。

片や、ご主人はもともと家具の設計などされていた方で、大工さ

んとか、庭周りとか、かなりの広範囲に、相談に乗ってもらえま

す。

象嵌美術館の内装全部つくっていただきました。フェンスやウッ

ドデッキ、テーブルや、イーゼルなんかも。何よりありがたいのは、

今あるものを最大活かして、しかも、無理な希望にも耳を傾けて、

ほんとうに感謝感謝です。もう確か７０歳は超えているんだけどな

先日小室山のリフト点検の時、数日間お休みがとれて、それ

行け！って感じで遠くまで行ってきました。 この写真の後に見

えるのは能登の日本海、緑のところは千枚田です。 この数日

前に持病のてんかんが起きて、ようやく治まったもののほっとけ

ないと言う訳で、ダンボールのベッドに入れられて、車に乗って、

３人旅でやって来ました.。もうこの歳ですから、いつでも、どこで

も、うとうと夢の中. この写真のときも寝っぱなし。日本海の空

気のせいか、食欲だけはありました.けど。

そういえば、今、「高齢者の所在不明」のニュースが騒がれて

いますが、僕みたいに、病気でも、老犬でも、積極的にアプパ

パとアプママについていかなきゃ..とそんなことで、遠い能登の

輪島まで来てしまいました..家族はやっぱりコミュニケーションが

大事ですから。思い出作りにも進んで参加しなくては。 帰

り道の飛騨五箇山では、観光客のお姉さん達にかわいい！な

そのうち日本海の風

景が象嵌の作品にな

るかもね.

NHK文化センター青山教室

１０月期 生徒募集中
木に触れる、木と遊ぶ、木に癒される、象嵌の世界でそんな日常を作りませんか。絵が描

けなくても木工が苦手でも、自分らしいものづくりにはまってしまいます。

お申し込みは ＮＨＫ文化センター青山教室 ０３－３４７５－１１５１


